
第２学年＊組 生活科学習指導案 

指導者  教諭 天笠 亜矢子 

１ 単元 はっけん くふう おもちゃづくり 

２ 目標  

 ○ 身の回りのものを使って，動くおもちゃや，音の出るおもちゃを作り，遊ぶことを通して，面白さや不思議さに気付くことができ 

る。                                           （生活への関心・意欲・態度） 

 ○ 名人や友達など，おもちゃ作りを通し，楽しく人と関わることができる。         （活動や体験についての思考・表現）                      

 ○ 自分の工夫や友達の工夫のよいところに気付くことができる。              （身近な環境や自分についての気付き） 

３ 指導に当たって 

⑴ 児童の実態（男子＊名，女子＊名，計＊名）                     実態調査 （平成29.10.＊実施 笠原小学校２年＊組＊名） 

質問 好き どちらかといえば好き どちらかといえば好きではない 好きではない 

①生活科の学習は好きですか。 ＊人 ＊人 ＊人 ＊人 

②生活科の学習で説明や発表することは好きですか。 ＊人 ＊人 ＊人 ＊人 

③観察や物作りは好きですか。 ＊人 ＊人 ＊人 ＊人 

④気付いたことや分かったことを書くことが好きですか。 ＊人 ＊人 ＊人 ＊人 

⑤材料から工夫して作ることが好きですか。 ＊人 ＊人 ＊人 ＊人 

⑥おもちゃを使って遊ぶことは好きですか。 ＊ 人 ＊人 ＊人 ＊人 

⑦今までに，家でおもちゃを自分で作って遊んだことはありますか。 はい ＊人       いいえ ＊人 

 本学級は，素直で課題についてまじめに取り組む児童が多く，１学期には育てた野菜や生き物の観察を熱心に行う姿が見られた。

実態調査の結果を見ると，生活科の学習については＊割以上の児童が「好き」「どちらかといえば好き」と感じていることが分かっ

た。また，観察や物作り，工夫して作ることなどが好きであると答えた児童が多かった。しかし，生活科の学習の中で，説明や発表

をすること，気付いたことや分かったことを書くといった表現活動は意欲に個人差が大きく見られ，苦手意識を感じている児童も多

いことが分かった。 

 

⑵ 教材観 

     本単元は，小学校学習指導要領解説生活編の「(6) 身近な自然を利用したり，身近にあるものを使ったりなどして，遊びや遊びに

使うものを工夫してつくり，そのおもしろさや自然の不思議さに気付き，みんなで遊びを楽しむことができるようにする。」を受けた

内容である。児童は１年生の時に風を利用したおもちゃ作りなどを行ってきた。その体験や気付きを生かしながら，２年生では「身の

回りの物を活用した動くおもちゃ，音の出るおもちゃ等を作っていく。遊んだり工夫を凝らしたりしながら，作っていく中で「こんな

ふうにするとこうなる」「今度はこうしてみよう」という気付きや工夫の連鎖が生まれるように，「見つける」「くらべる」「たとえる」

の視点を大切に活動することが求められる。また，本単元は遊びのおもしろさや自然の不思議さに気付くことを目指しており，第３学

年以降の理科の学習につながる内容になっている。 

 

⑶ 指導観  

  本時では，第１次を通して自分で作ったおもちゃをよりよく改良していくが，この時，自分で作ったおもちゃに対して「もっとよく

考えて」と言っても，改善点に気付くことは難しいと考える。そこで，「もっとよく動くようにしたい」と思うための動機付けとして，

グッドモデルを提示する。生活科の町探検で中学校を訪問したので，導入の際に中学校の先生からもらったというように紹介し，児童

の意欲を引き出したい。また，気づきの質を高め，表現活動を充実させるため，自分の見つけたことを友達と交流し合うだけでなく，

ワークシートに記入して言語化したり，ホワイトボードにまとめて視覚的に確認したりできる場の設定を工夫する。さらに，友達と一

緒に活動したからこそできたという協働的な学習のよさを感じられるようにするために，ワークシートを効果的に活用できるように

する。 

 

４ 学習計画（９時間扱い） 

第１次 いろいろあるよ たのしいおもちゃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３時間 

次 時 学習内容 評価規準 評価方法 

２ ○1  ○ もっとよく動くおもち

ゃの秘密を見つけよう。 

○ グッドモデルや友達のおもちゃと自分のおもちゃを比較するこ

とを通して，おもちゃがよりよく動く秘密について考えたこと

を，自分なりの方法で表現することができる。 

○ワークシート 

 発言 

２ 

 

○ 説明書を見ながらもっ

とよく動くおもちゃを作

ろう。 

○ 前時で考えた説明書をもとにおもちゃを改良することを通し

て，よりよく動くおもちゃの秘密について分かったことを自分な

りの方法で表現することができる。 

○ワークシート 

 発言 

第３次 おもちゃ大会をひらこう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４時間 

本時のテーマ 「見つける」「くらべる」活動を通して，児童が主体的に学習に取り組み，表現する力を育てる指導の工夫 



５ 本時の指導 

(1) 目標 

○ グッドモデルや友達のおもちゃと自分のおもちゃを比較することを通して，おもちゃがよりよく動く秘密に

ついて考えたことを，自分なりの方法で表現することができる。   （活動や体験についての思考・表現） 

(2) 準備物・資料 

  おもちゃ（個人・グッドモデル），ワークシート，学習カード，ホワイトボード，ペン，生活科ポケット 

(3) 展開 

学習内容・活動 指導上の留意点・評価 

１ 本時の学習課題をつかむ。 

もっとよくうごくおもちゃの

ひみつを見つけよう。 

 

 

２ グループごとに，おもちゃ博士が

作ったおもちゃ（グッドモデル）で

遊び，もっとよく動く秘密を見つけ

る。 

 

 

 

 

 

３ 「おもちゃかいぎ」を開き，改良

ポイントを考える。 

【ジェットカー】 

・おもちゃはかせとぼく（わたし）

のおもちゃは，ゴムの数がちがい

ます。 

・おもちゃはかせとぼく（わたし）

のおもちゃは，ゴムのつけ方がち

がいます。はかせの方がひっぱり

やすいから，よく走ります。 

【ゴムロケット】 

・おもちゃはかせとぼく（わたし）

のおもちゃは，ゴムの太さがちが

います。はかせのほうが太いか

ら，よく飛ぶと思います。 

 

４ 話し合った改良ポイントをもとに

自分のおもちゃがもっとよく動くよ

うにするためには，どうしたらよい

かを考え，説明書（ワークシート）

にまとめる。 

 

５ 説明書にまとめたことを確認す

る。 

 

６ 本時の学習について振り返る。 

(1) 学習カードに，本時の振り返り

を記入する。 

 

(2) 次時の学習を知る。 

・前時までにゴム１本で作るおもちゃ（ゴムロケット，ジェットカー）

を１人１つずつ作っておく。 

・本単元では，ゴムの力についての気付きを深めるため，作るおもちゃ

を２種類とする。 

 

・教師がグッドモデルとなるおもちゃを用意しておき，「自分のおもち

ゃも，グッドモデルのように，もっとよく動くようにしたい」と思え

るような場を設定し，児童の思いや願いを生かした課題設定ができる

ようにする。 

・グッドモデルは何種類か用意し，グループごとに好きなものを選び，

遊びながら秘密を見つけられるようにする。 

・グループは同じおもちゃを選択した児童で編成し，共通点や相違点に

気付きやすいようにする。 

 

・グッドモデルを動かしたことで気付いたもっとよく動く秘密につい

て，全体で話し合う。その際に，改良する時に着目する視点を明確化

できるようにする。 

・伝えたいという思いはあっても，すぐに言葉にできない児童も多いの

で，話型を提示しておき，安心して発言できるようにする。 

・ワークシートを説明書形式にし，おもちゃ会議で話し合ったことを生

かして自分のおもちゃを改良していく説明書を作ることを伝え，目的

をもって話合いに参加できるようにする。 

・前時までに作った自分のおもちゃを写真にとっておき，それぞれの説

明書（ワークシート）に貼っておくようにする。 

・グループ全員の児童のおもちゃがレベルアップできることを目標に活

動する。１人では改良ポイントが思いつかない児童には，グループの

友達が一緒に考えたり，アドバイスしたりしながら協力して活動する

ように声をかける。 

 

 

 

 

・グループでの話合いで気付いたことを，ホワイトボードにまとめてお

き，黒板に貼って全体で共有できるようにする。 

 

 

・生活科ポケットに「太さ」や「数」，「長さ」などのキーワードとなる

カードを用意しておき，それらをヒントにしながら，ホワイトボード

にまとめるように助言する。 

・今日の学習で分かったことや新しく気付いたことを学習カードに記入

するように伝える。 

・協働についての自己評価を行い，学習において協働のよさに気付かせ

たい。 

・次時では，実際におもちゃを改良していくことを伝え，学習への意欲

を高める。 

 

○評 グッドモデルや友達のおもちゃと自分のおもちゃを比較することを通して

おもちゃがよりよく動く秘密について考えたことを，自分なりの方法で表現

することができる。        （思考・表現：発言，ワークシート） 


